






















































スがせいぜい時速 30 ～ 40 キロで走っていただけのその頃、アメリカではバスまでが時速 100 キ
ロ以上で高速道路を走っていた。
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にお目にかかった先生である。当時アメリカの美術史学について本当に無知であった私は、まだ




Fragonard, Le chiffre d’amour, Wallace Collection, London
 
Cf. R. W. Lee, Names on Trees: Ariosto into art, (Princeton, 1977)
　プリンストンでの二年目には、リー先生のワットーに関するゼミを取らせていただいた。多分
そこでは、ワットーばかりでなく、同時代のイタリア絵画、例えばティエポロなどについてもい
ろいろ触れられたと思うし、タッソー、アリオストなど、近世イタリアの詩人の名に馴染んだの
も、先生のゼミのお蔭であったのかも知れぬ。十八世紀美術について全くの素人であった私も、
ルイ十五世時代の王のセーヌ河降りの舟遊びをテーマに拙い発表をさせていただいた。リー先生
は、門外漢の発表も快く、嫌な顔一つされずに聴いてくださった。ニューヨークに行くたびに訪
れていたフリック・コレクションでは、ジョヴァンニ・ベッリーニの「（頌歌を歌う）荒野の聖
フランチェスコ」などと並んで、フラゴナールがマダム・デュ・バリーのために描いた壮麗な「愛
の行程」が、いつの間にか私のお気に入りになっていた。ゼミのたびに、リー先生は、「ワットー
はモーツァルトだね」と繰り返し言っておられたが、当時まだ「フィガロの結婚」などに盛られ
たモーツァルトの人間観をよく理解していなかった私は、ただ何となく先生のカジュアルなご感
想と思って聞き流してしまった。もっといろいろ教えていただくことがあったのに、と今更のよ
うに思う。
　リー先生から受けた学恩の数々は言うまでもないが、あれから六十年以上たった今、思い出に
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一番鮮やかに残っているのは、ある日の午後の路上の光景である。その日も明るい秋の午後だっ
たように思う。というのは、それは私が初めて先生にお会いしてから、未だあまり日が経ってい
なかった時、と記憶しているからである。到着したその日には、道を間違え、静かな緑の小道を
あちこちと歩いているうちに、私は大学からそう遠くないマーカンド・パークという小さな公園
を抜けたことがある。その日も私は、青々とした芝生の上に木々が影を落とす公園を抜けて、か
つてアインシュタインが住んでいた家のあたりを歩いていた。通りには車も、行き交う人の影も
少なかったが、私は、反対方向のキャンパスの方から、長身のリー先生が一人で歩いてこられる
のに出会った。先生はいつものようにきちんと、明るい色の三つ揃いの背広を召しておられた。
（当時は大学院のゼミでも、教師、学生ともにネクタイの着用が不文律であった。）私を認められ
ると先生は、ちょっと立ち止まられ、微笑しながら握手の手を差し伸べられた。そのとき先生か
らかけられた言葉は、多分「Tsuji, 元気でいますか？」といった程度の日常的な挨拶だったよう
に思う。それだけのことであった。しかし今となっても、その日の先生との、一分にも満たない
出会いの思い出が、鮮やかに戻ってくるのはなぜであろうか？ 初めての到着の日と同様、町は
緑に埋めつくされ、人影もない街路にはただ秋の日だけが燦々と降り注いでいた（と私は信じて
いるのである）。
　三人の先生方の中で、ミース先生だけは 1950 年代、日本を来訪されていた。戦後アメリカは、
とくにヨーロッパの文化財が戦禍によってどのくらい失われたか、毀損されたか、またその修復
の手段をどうすべきかについて、様々な形で調査団を送り、それが戦後のアメリカと欧州の美術
史学の交流の大きなきっかけになった。ミース先生は、多分国際美術史学会を代表し、戦後日本
の文化財保全や、研究者との交流のために来日されたのだと思う。確か私が留学から帰国した後
のことだったと思うが、東京藝大で大変にお世話になった摩寿意善郎先生から、その折のお話を
少しだけ伺ったことがある。摩寿意先生がミース先生に会われたのは、先生が、戦前から海外で
名を知られていた矢代幸雄先生のお弟子であり、戦後日本におけるイタリア美術研究を代表して
いられてのことであったろうと思う。その摩寿意先生が当時を述懐されて、「いや、ミースさん
のイタリア語のうまいのには驚きました」と言われていたのが今も記憶に残る。今となれば、ミー
ス先生ぐらいのイタリア美術の研究者であれば、アメリカ人であろうがドイツ人であろうが、イ
タリア語に流暢であることは至極当然と思うのであるが、戦後の日本の美術史学界では、アメリ
カ人研究者の力量はほとんど知られていなかった。
　他方ミース先生は、短時日訪問された日本について、大変良い印象を持っておられ、それもあっ
て私に声をかけて来て下さったのかもしれない。一度ならず招いていただいたお宅には、日本で
求められた屏風を始め日本の工芸品などが、趣味良くお部屋を飾っていた。
（次号に続く）
